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OpenGL による仮想空間構築ソフトウェア開発 
Development of virtual space construction software by OpenGL 
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1. 研究目的 
 
 本研究では3DCGレンダリングソフトウェアを用

いず、Windows 環境において OpenGL グラフィッ

クス API を用いて 3DCG アニメーションを実現す

るソフトウェアを開発、その表現方法を研究してい

く。 
 
2. OpenGL について 
 
 OpenGLは Silicon Graphics社の開発した 3DCG
描画に特化されたグラフィックス API である。元々

はワークステーションのグラフィックスシステム

IRIS GL を改良、移植性を高めたもので、これによ

り他 OS へ移植が進められ、現在 UNIX、Windows、
Macintosh へ移植されている。 
 
3. 研究内容 
 
この研究では OpenGL を用いて Windows 上で

3DCG モデルを構築、アニメーションするソフトウ

ェアを作成していく。このプログラムは、3DCG を

扱ったプログラムで起こりがちな複雑な操作を廃し、

簡単で自由な操作を実現する。今回作成したプログ

ラムは直方体を一つの部屋とし、その直方体を内部

から見た状態で移動する事ができるプログラムを作

成した。研究の主な作業は、モデリング、レンダリ

ング、テクスチャマッピングがある。モデリングで

行うのは、座標を定め、その座標を頂点とし稜線で

繋いでいくのが主な作業である。座標は行列で定め

たものを用い、この行列をもとに OpenGL で描画し

ていく。これによりサーフェスモデルを構成するこ

とができる。このサーフェスモデルを元に次にレン

ダリングをしていく。レンダリングをするにあたり、

プログラム側で多くの設定をする必要がある。レン

ダリングモデルの材質を設定する。光源を与えるに

は、光源の有無、位置、光の色、直接光強度、環境

光強度を設定する。この光源と材質の設定を使って

面の法線との角度から面を描く事でレンダリングが

完了する。このモデルにテクスチャを貼り付けるこ

とで更に表現力が増し、よりリアルなモデルを構築

することができる。テクスチャマッピングでは、貼

り付ける画像の読み込み、その画像を貼り付ける座

標を定義した行列を使ってテクスチャを貼り付けて

いく。このように構築したモデルを最後に部屋の中

を移動できるプログラムを作成する。プログラムで

は WASD キーを使っての前進後退、回転処理を

OpenGL のイベントを用いて実行する。これにより

CAD などで用いるウォーキングスループログラム

が実現できる。 
 
4. 結果 
 直方体は Z 方向に伸びた直方体をモデリングし、

その材質は環境光と拡散光を同時に受けた材質を指

定した。テクスチャはPhotoshopCS2を使ってRAW
形式のレンガ状の壁の画像を作成し、ミップマップ

を適用したテクスチャとして、テクスチャ行列をも

とに貼り付ける。この結果が図 1 である。この図は、

プログラムを動かした直後の状態で、WA キーでの

前進後退処理を glTranslatef の値を用いた処理、回

転処理を glRotated 処理で実現した。これによりウ

ォーキングスループログラムが完成できた。 

 
 

図 1．開発したプログラムの実行画面 
 
5.今後の展望 
 OpenGL は多くの OS に対応したグラフィックス

API である。この特徴を生かして、このプログラム

を Linux 環境、Macintosh 環境へ移植をしたい。ま

た、現在の部屋では非常に殺風景な光景となってし

まっている。OpenGL では様々な描画関数を持って

いるので、更なる研究を重ねて高画質な映像を簡単

に実現できるソフトウェアを制作していきたい。 
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